
審議会等の会議結果報告 

 

１ 会議名 令和２年度第１回津市隣保館運営審議会 

２ 開催日時 令和２年６月９日（火）から同月２６日（金）まで 

３ 開催方法 書面審議による 

４ 書面審議に参加

した者の氏名 

（津市隣保館運営審議会委員） 

朝日奈定、梅林慶文、大橋加代子、岡山勉、片岡福生、金子清志、 

國分弓子、小島広之、澤田知子、杉田壽美生、髙倉保夫、田邊哲司、

谷俊樹、谷中一夫、中川正治、西田保男、長谷川弘子、原田秀夫、 

福田信男、村林秀紀、森田弘子、䭾田雄二 

５ 内容 

⑴ 会長及び副会長の選出について 

⑵ 令和元年度隣保館活動報告について 

⑶ 令和２年度隣保館事業計画について 

⑷ 隣保館の活性化に向けた運営方針（案）について 

６ 公開又は非公開 
公開（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、書面審

議による会議のため、会議結果を公開） 

７ 傍聴者の数 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、書面審議に

よる会議のため、傍聴は実施せず。 

８ 担当 

市民部地域調整室地域調整担当 

電話番号 ０５９－２２９－３１６６ 

E-mail 229-3166＠city.tsu.lg.jp 

 

・議事の内容 下記のとおり 
 

１ 決議結果 

 ⑴ 第 1号議案 会長及び副会長の選出について 

全会一致により可決（賛成２２、反対０） 

 

２ 委員からの意見等 

⑷ 隣保館の活性化に向けた運営方針（案）について 

 （村林委員） 

  「イ 市民意識調査結果及び差別解消３法を踏まえた人権啓発の更なる推進」について 

    人権啓発に関して、啓発事業をする主体としての意識と、その対象とをできうる限り

明確にし、目的の達成度を評価できるような事業にしていただきたい。 

    隣保館の活動を、隣保館の対象地域住民と、それを取り巻く地域住民に、共通な内容

と、違う内容を意識した取り組みを行っていただきたい。 

  「ウ 地域福祉の担い手としての機能の発揮」について 

    社会の公的施設・組織として、隣保館が切り離されたり、繰り込まれない体制になら

ないようにしていただきたい。 

  「エ 隣保館からの情報発信の充実」について 

    隣保館からの情報発信の内容については、それぞれの館独自のものだけでなく、他の



館と共同できるものや、市としての考え方等共通の内容を掲載していくことも考えてい

ただきたい。 

 （事務局） 

   いただいた御意見を踏まえ、今後の隣保館館長会議等において検討の上、今年度の第２

回審議会の際に、再度提案させていただきます。 

 

・ その他の意見 

 （中川委員） 

   新型コロナウイルスの関係で、世の中が大変な混乱と不安で動揺している状況も、

津市では５月１８日（月）以後、感染及びその拡大のリスクが低減となりました。 

感染防止を図りながら、地域の人が安心、安全に活動が出来るように取り組んでい

ただきたい。よろしくお願いします。 

  （事務局） 

施設の利用につきましては、３密を避け、換気を行うなど、「新しい生活様式」を踏

まえた適切な感染症対策を徹底の上、今後の感染状況を注視しながら、安心、安全に活

動していただけるよう運営を行ってまいります。 


